
                             

新青丸研究航海報告 

 

 

* 航海番号         KS-21-25次研究航海 

 

* 航海名称    （和文）洋上無人機との協働による 

日本海溝および千島海溝南部の総合観測研究 

         （英文）Comprehensive research in the Japan and southern 

 Kuril Trenches by join observations with a waveglider 

 

* 観測海域  （和文） 日本海溝北部 

         （英文） Northern Japan Trench 

 

* 航海期間   令和 ３年10月26日（火）～令和 ３年10月30日（土） 

 

* 出港日時・場所  10月26日 14時 八戸港 

     

* 入港日時・場所     10月30日 10時 石巻港 

 

* 寄港期間・場所     なし 

 

* 研究課題 洋上無人機との協働による日本海溝および千島海溝南部の総合観測研究 

 

* 主席研究員（氏名・所属・職名・e-mail アドレス ◎は＠） 

  日野亮太・東北大学大学院理学研究科・教授・hino◎tohoku.ac.jp 

 

* 研究内容，主調査者（e-mail アドレス），観測項目 

１．GNSS-音響結合織海底地殻変動（GNSS-A）観測 （日野亮太 hino◎tohoku.ac.jp） 

 日本海溝北部における海陸プレート間固着・すべりに伴う海底地殻変動を検出することに

より，プレート間固着・すべりの空間分布を明らかにすることを目的とする． 

 

２．Wave Glider を用いた GNSS-A 観測 （太田雄策 yusaku.ohta.d2◎tohoku.ac.jp） 

 １と同じ目的で実施した．本船から Wave Glider（WG）を洋上に放流したのち，単独で観

測させることにより，無人自動で観測を行うことができる．本船で実施できなかった観測点

を含め，地殻変動観測を実施した．KS-21-5次観測のときに実施した観測データと総合する

ことにより，年間２回の地殻変動観測を行い，固着・すべり状態の時間変化を捉える．さら

に，本船と WGによる海上２地点同時観測を行うことにより，海中音速構造の横方向不均質の



把握とそれによる音響測距結果への影響の評価を実施する予定であったが，観測可能な時間

内に WG の整備が完了できなかったため同時観測は断念した． 

 

３．自己浮上式海底地震計・海底水圧計回収・設置 （日野亮太 hino◎tohoku.ac.jp） 

 日本海溝北部で繰り返し発生しているスロー地震現象（低周波微動や超低周波地震）およ

び通常の地震の活動の時空間変化を解明するために，地震・水圧計の観測網を2020年に構築

していた．そのデータの回収ならびに観測の継続を目指したが，荒天のため実施することが

できなかった． 

 

４．海底間音響測距観測 （日野亮太 hino◎tohoku.ac.jp） 

 日本海溝の海溝軸を挟んだ連続精密測距観測を実施することにより，プレート境界最浅部

におけるすべりに伴う地殻変動を捉えることを目的として，長期観測用装置の設置を目指し

たが，荒天のため実施できなかった． 

 

* 乗船研究者氏名・所属・職名 

  日野亮太・東北大学大学院理学研究科・教授 

  太田雄策・東北大学大学院理学研究科・准教授 

  富田史章・東北大学災害科学国際研究所・助教 

  佐藤真樹子・東北大学大学院理学研究科・学術研究員 

  西村健・東北大学大学院理学研究科・大学院生 

  山田太介・東北大学大学院理学研究科・大学院生 

  梶川宏明・産業技術総合研究所・研究グループ長 

  林央之・マリンワークジャパン・観測技術員 

  

* 航跡・測点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


